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【公募研究課題名】イオンチャネルタンパク質ＫｃｓＡのイオン透過に伴う 

分子形態変化観測 

 

〈研究グループアクティビティー〉  

・ タンパク質のループ変異と構造揺らぎ変調の相関解析 

 
NMR 核スピン緩和解析により，タンパ

ク質立体構造には大きな変化を与えな

いが，タンパク質構造に内在する

sec-msec 時間域の運動性には変化を

与える変異体を用いて，タンパク質構

造揺らぎと機能制御の相関を解析する． 

 

 

 

・異方性核スピン相互作用を利用する高分子量タンパク質の 

分子形態変化観測 
タンパク質を弱く磁場に配向させることで

観測される異方性核スピン相互作用を利用

し，従来の NMR 構造解析ではアプローチ

できない高分子量タンパク質を対象として

機能制御に連動した分子形態変化を定量的

に観測する． 
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